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１．遺跡の概要

本遺跡は神奈川県相模原市緑区大島字古清水に所在す

る。相模川中流左岸の河岸段丘の縁辺部に位置し、調査

区西側の急崖から相模川までの比高差は約40ｍある。

周辺には旧石器時代から縄文時代を中心に遺跡が分布し

ており、本遺跡（相模原市№107遺跡）の周知内容は縄文時

代、奈良・平安時代の集落遺跡である（第２図）。本調査

は宅地造成計画に伴う道路・擁壁計画箇所を対象に行っ

た（第１図）。検出された巨石を伴う配石遺構群は、他に

類例のみられない特殊遺構である事から、事業者・相模

原市教育委員会との協議により、開発事業による掘削の

影響を受けない範囲は、現状保存となったため、一部を

除き配石を外しての調査は行わなかった。

２．調査成果

本調査では道路予定部分をＡ区、擁壁予定部分をＢ区

とし調査を行った（第１・３図）。Ａ区中央に環礫方形配

石遺構を伴う柄鏡形敷石住居址が検出され、張出部には

敷石が認められた。この住居址と張出部との接続部から

連なる巨石を伴う列状配石遺構も認められた。巨石を伴

う列状配石は立石も配され、東南へ延びていくと考えら

れる。この列状配石と張出部の敷石の東側には無配石範

囲を囲う様に護岸状に石を積み重ねた石積遺構も認めら

れた。Ｂ区でもＡ区の配石の延長とみられる配石遺構を

確認した。これらの遺構の覆土からは縄文後期中葉～後

葉の土器が多く出土しており、特に県内では稀有な高井

東式土器が多出した。

３．まとめ

このように環礫方形配石遺構を伴う柄鏡形敷石住居址、

列状配石遺構、石積遺構、配石遺構が連続するように検

出され、一連の遺構群の様相を呈している。覆土は暗褐

色土を主体とした上層と、ローム土を主体とした下層に

分かれたが、下層の上面にも小規模の配石が確認出来た

ことから、配石遺構の構築のみならず、配石遺構を埋め

る行為自体も一連の構築作業と考えられる。
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写真１　巨石検出状況（南西から） 写真２　配石遺構群検出状況（南西から）

写真３　Ａ区全景（オルソ画像）
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第１図　敷地範囲と調査区位置

第２図　周辺の遺跡と調査地点

第３図　遺構分布図
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写真４　調査区全景

（東から相模川を望む）
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写真５　石積遺構３Ｄキャプチャ

　　　　（調査区外南西から）

写真６　敷石遺構検出（南から） 写真７　高井東式　波状口縁深鉢

写真８　高井東式　波頂部破片

写真９　異形台付土器


